防災・減災・復興の担い手づくりプロジェクト : 災害時、自分の命、そして大切な人の命・地域を守る人材の育成 by 災害科学・レジリエンス共創センター,
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プロジェクトに関するお問い合わせ
2021年1月27日には、オンライン・セミナー「大
規模地震災害に対する地元大学の備え～石巻専修大学
の事例に学ぶ」を行い、東日本大震災で最大級の被災
地となった石巻にある石巻専修大学の当時の学長であ
られた坂田隆氏から、災害時の大学の対応や、災害ボ
ランティアについて学んだ。
3月11日のむすぼら発足時には、被災地への想像力
を高めようと活動した。2月13日に福島県沖地震が発
生したため、福島県新地町で活動する「災害救援レス
キューアシスト」が、被災家屋の屋根瓦応急措置に活
用する段ボール瓦（アシスト瓦）を募集しており、学
生・教職員など20名が段ボール瓦を製作した。多くの
家屋の屋根瓦がずれたり崩落したりする被害が発生し、
業者による修復が追い付いていない状況で、雨漏りで
カビが発生している家など、早急な対策が必要になっ
ていることを説明し、被災地へ想いを馳せながらメッ
セージを書き込んだ段ボール瓦51枚を製作し、福島県
新地町へ送った。
今後は、メンバーの興味に合わせながら、スキルア
ップを図り、持続的にボランティアステーションとし
て活動することを目指す。
プロジェクトの成果
2020年度は、コロナ禍で困難はあったが、防災士養
成講座では、例年の学部生だけでなく、院生や教職員、
社会人の受講生が、防災士になる教育プログラムを提
供する機会となった。学校・住民向けの防災教育プロ
グラムの開発は、宿泊体験をすることは難しかったが、
感染症対策をし、日帰りでの防災訓練を行った。むす
ぼらの活動では、参加メンバーからは、「教員を目指し
ているので、子どもへの防災教育について参考にした
い」「留学生です。日本で一度でも災害ボランティアを
経験し母国に帰って生かしたい」「とりあえず被災地を
見てみたい」という積極的な意見が聞かれ、担い手づ
くりの必要性が感じられた。感染症対策で様々な困難
はあるが、来年度も、大学内そして地域社会のニーズ
に合わせ「防災・減災・復興の担い手づくり」を行っ
ていく。
図8　オンラインセミナー会場
図9　アシスト瓦づくりの説明
図10　被災地へのメッセージを書いたアシスト瓦
URL : https://www.wakayama-u.ac.jp/disaster/
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